
自嶺神社の周辺には数多くの寺社などが多く
みられる。
・登録有形文化財福井三四郎家住宅主屋(び
れつじ2号館)
8号館まである「たかしまぴれつじ」のつ。
醤油の醸造販売を行っていた、大溝城下町の町
屋。
.大溝城跡
天正6年(J578)に築城された大溝城の本丸
跡。内湖(乙女ヶ池)などを要害とした水域。別
名 ri喝溝(こうこう)城」 。

[アヲセス]
JR湖西線「近江高島駅」下車
江若交通パス13分 鵜川線 「白聾神社前Jパス停下
車徒歩3分

自費神社
高島市鵜川

福井三四郎家住宅主屋 (ぴれつじ2号館)

・鵜川四十八体石仏群
花闘岩の高さ1.6mの阿弥陀如来像群。室町
時代後期に観音寺城主の佐々木六角義賢が亡
き母の菩提を弔うため建立。
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〆 湖中白鳥居 (びわこピジタ ズピュ ロ提供)
/ 

/ 
/ 

/ / 

/ 
近江高島の湖沿いの国道を往くと、沖島を背に

湖中に立つ、白毅神社の朱色の鳥居が目を引く 。

自費量神社は全国の白雪量社の本社とされ、湖西地方

を代表する滋賀県の古社である。社殿は琵琶湖に

向かつて開かれ、鳥居によって海とつながる。

現在では国道を車が行きかうばかりであるが、

かつては海からの船による参誌も可能であったろ
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湖に臨む社殿と湖中の鳥居は、人々の信仰とと

もに湖との深いつながりを想起させる水の宝であ

る
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